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もと，大規模・高速検索処理に適した連想メモリ (CAM) の大容量化・高機能化，及び MOS ダイナミック形メモリ
の低電圧化に関して行なった，一連の研究活動をまとめたものである。
本論文には，集積度の面で不十分であるという従来形 CAM の欠点に対して成された，独自のコンパク卜なダイナミ






ダイナミック CAM のための様々な回路技術の提案，及びこれらの技術を用いた288-Kbi tCAM の試作による工学的
応用効果の実証は，国内外からも高い評価を得ている。
又，ダイナミツク形メモリの低電圧化技術の研究としても，センス速度の劣化を改善する電荷転送ウエルセンス方
式 (CTW センス方式)や低電圧時の高速性とデータ保持電流の低減を両立出来るローカル電源線制御方式 (LCL 電源
構成)，リフレッシュ特性の改善や高信頼性をもたらす負電圧ワード線方式等，今後の電源電圧スケーリングダウンに
対応出来る新技術の提案として高く評価されるものである。
以上説明したように，本提出論文は，新しい独自技術によるダイナミック CAM の設計検討から実デバイスによるそ
の実証，更に，ダイナミツク形メモリの低電圧化技術の提案からその検証まで幅広く行われた研究をまとめたもので
あり，学位(工学)論文として十分価値があるものと認められる。
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